
【記載例 被申立人の場合】 

 

立 証 計 画 書 

    年  月  日  

事件番号  千労委  ○○年（不）第○号 
申 立 人  ○○組合 

被申立人  株式会社○○ 
 

被申立人 株式会社○○ 代表取締役 ○○○○ 
 
１ 反論の要旨及び証拠 

 （１）反論の要旨 

   ア ○年○月に開催された３回の団交は、会社側交渉員が身体の安全に不安を抱くほど喧騒に

わたるものであった。 
   イ ○年○月○日の団交における社長発言は、表現の自由の範囲内に止まるものである。 
 （２）証拠 

   ア 書証  乙１～○○ … 立証の趣旨等は、別添「証拠説明書」のとおり 
   イ 人証  丙川次郎（株式会社○○総務部長） 
 
２ 証人等予定 

 （１）証人等申出予定数     １名 
 （２）主な尋問事項等 

 

 

証人等予定者 

職・氏名 

主尋問の 

予定時間 
主な尋問事項 

１ 
総務部長 
 丙川次郎 30分 

①○年○月1～3回の団交の態様 
②○年○月1～2回の団交の態様 
③団交申入れ時のやりとりの内容 
④社長発言の態様と真意 

 
 
 
 

 

 

    年   月   日  
 
 千葉県労働委員会 
  会長 ○ ○ ○ ○  様 
 

被申立人  株式会社○○ 代表取締役 ○○○○ 
 
 

証 拠 説 明 書 
 
 千労委    年（不）第   号不当労働行為事件に関し提出する証拠について、その立証の趣

旨を下記のとおり説明します。 
記 

号証 文書の表示 文書の作成者 文書の作成日 立証の趣旨 
乙○○ 団体交渉議

事録 
○○会社 ○年○月○日 ○年○月第○回の団体交渉の態様 

乙○△ 通知書 ○○会社 ○年○月○日 ○月○日付けの組合の団体交渉申入れ

を会社が拒否した理由を組合に説明し

た事実 
 

答弁・反論を疎明する書証を記載してください。 


